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関東信越税理士政治連盟は、７月７日、パレ
スホテル大宮（さいたま市）で第60回定期大会
を開催した。

大会は代議員250人中、233人の出席（うち委
任状出席107人）を得て、盛大に開催された。

冒頭、物故会員に対する黙とうを行い、秋山
典久副会長の開会のことば、小林俊一会長のあ
いさつ、大山博之関東信越税理士会会長のあい
さつの後、議長に石原仁代議員、副議長に真島
一誠代議員が選出され、議事に入った。

第１号議案「令和７年度運動経過及び組織活
動の承認を求める件」一 ６．「税理士が行う税
務支援について」につき、国会議員等の会場視
察が６県で２件は少ないのではないかと質問が
あった。これに対し、岸生子幹事長から、今回
は２月８日に衆議院選挙が行われた影響で視察
が少なかったが、小規模納税者支援事業につい
て後援会を通じて理解と協力をお願いしている
旨の回答があった。大会に上程された議案はす
べて原案のとおり可決承認され、議事終了後、
代議員代表者６人から大会決議文の朗読が行わ
れた。

続いて、足達信一日本税理士政治連盟会長、
平井貴昭東京税理士政治連盟会長、鈴木崇晴東
京地方税理士政治連盟会長、美保哲夫千葉県税
理士政治連盟会長、名越隆雄北海道税理士政治
連盟会長から祝辞をいただき、祝電を披露した。

その後、柴山昌彦衆議院議員（自民党・埼玉
８区）から、７月17日まで予定されている特別

国会で議論されている国会議員の定数削減、皇
室典範、物価高対策、消費税などの問題につい
て国政報告があった。最後に、大石敬副会長の
閉会のことばをもって大会は終了した。

懇親会では、35人の国会議員（代理含む）か
らあいさつがあり、参加者との懇談が行われた。

関東信越税理士政治連盟

第60回　定期大会を開催
全議案を可決承認

定期大会 会場の様子

大山関東信越税理士会会長あいさつ

小林会長あいさつ
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大　会　決　議
一、われわれは、税理士制度の発展と、納税者のための真の代表を国会に送るため強力な運動を

展開する。
二、われわれは、納税者に信頼される税理士制度の確立を目指して強力な運動を展開する。
三、われわれは、公正な税制の確立及び税務行政改善のため強力な運動を展開する。
四、われわれは、税制改正に際し、中小企業者に過重な負担をもたらすことのないよう強力な運

動を展開する。
五、われわれは、規制改革の動向を注視し、税理士会への強制入会制と税理士業務の無償独占堅

持のため強力な運動を展開する。
六、われわれは、税理士の業務に重大な影響を及ぼす動向に対して強力な運動を展開する。

※第 60 回定期大会の議案書は、関税政ホームページ（http://www.kanzeisei.jp/）に全文掲載されています。

国政報告　柴山昌彦衆議院議員 足達日税政会長 平井東京税政連会長

名越北海道税政連会長美保千葉県税政連会長鈴木東京地方税政連会長

大石副会長　閉会のことば石原議長（左）、真島副議長（右）秋山副会長　開会のことば
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昨年４月から３期目の会長を拝命しておりま
す、小林でございます。どうぞ宜しくお願いい
たします。

本日はお忙しい中、日本税理士政治連盟・足
達会長をはじめ東京、東京地方、千葉県及び北
海道の、東日本の単位税政連の会長の皆様方、
また、関東信越税理士会から大山会長、また関
連組織の代表の方々にご臨席を賜るとともに、
このように大勢の代議員の皆様をお迎えして第
60回定期大会が開催される運びとなりましたこ
とは大変うれしく感謝申し上げます。

折角の機会ですので、この場をお借りして、
令和７年度の関税政会務についてご報告させて
いただきます。

私は毎年、定期大会において関税政会務に当
たり３つの重点項目をお話しさせていただいて
おります。

１つ目は、税理士会との連携でございます。
こちらにつきましては、引き続き関東信越税理
士会の定期総会、理事会等に出席させていただ
いているのはもとより、毎月の入会式にも出席
し、関税政会務をご案内させていただいており
ます。加えて、本年４月から会報『関東信越税
理士界』に当連盟のコーナーを設けていただき、
毎号の記事掲載を開始いたしました。このこと
は、大山会長をはじめ執行部の皆様方の絶大な
るご理解とご協力の下、実現の運びとなりまし
た。今後、これらの取組みを６県に拡大してい
ただけるよう鋭意努めているところです。この
ほかにも、本会が開催する関連組織連絡会議に
出席し、情報交換等を行うとともに各組織の現
状を共有、理解して連携を深めております。

２つ目は、財政の在り方と現状の問題点、今
後の改善についてです。この件については、昨
年も継続して検討に取り組んでいくということを
お話ししたことと存じます。各県税政連の財政、
すなわち組織率が低下してきており、５年前か
ら毎年約１％ずつ減少してきております。令和

７年度末で組織率は66.5％まで低下しているのが
現状でございます。やはりこの組織率を向上さ
せなければ健全な財政状態の確保は難しいと考
えているところであり、関東信越税理士会と連
携しながら、引き続き検討してまいります。

３つ目は、国会議員の皆様への陳情活動でご
ざいます。本年２月の第51回衆議院議員総選挙
においては、関税政では47人を推薦候補者とし
ましたところ、そのうちの39人が当選いたしま
した。多くの自民党候補者が当選した一方で、
一部を除き野党候補者と無所属候補者には極め
て厳しい結果となりました。そのような中でも、
関税政区域では、昨年度新たに２つの後援会が
設立されております。現在、61の税理士による
後援会があります。この後援会の議員の先生方
を中心に、本年も７月からの早期陳情をお願い
しているところであり、こうしたことは、各県
税政連の皆様方の活発な活動があってこそのこ
とと感謝しております。衆議院は与党が絶対安
定多数の政局ですが、たゆまず全ての国会議員
に我々の声を届けてまいりたいと考えていると
ころでございます。

さて、本年度は、国際情勢により日本経済も
大きな影響を受けております。加えて、デジタ
ル化や働き方改革等が急速に進み、税理士を取
り巻く環境も変化し続けております。関税政の
会務におきましても、このような変化に対応し
て執行部が一丸となって進めていくべきと考え
ております。特に組織率低下の問題は、これか
らの税理士の問題と捉え、税理士会を始め、関
連組織とも連携を密に進めていきたいと考えて
おります。

結びに、本日の議案の慎重審議をお願いする
とともに、ご参会の皆様方のご健勝、ご多幸、
ご繁栄をご祈念申し上げましてあいさつとさせ
ていただきます。

本日は宜しくお願いいたします。

定期大会あいさつ
関東信越税理士政治連盟

　会長　小　林　俊　一
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日本税理士政治連盟

　会　長　足　達　信　一

祝　　辞

本日は、関東信越税理士政治連盟の第60回定

期大会が盛大に開催されますことを、心からお

祝い申し上げます。また、平素から日本税理士

政治連盟の会務運営に対し、格別のご理解とご

支援を賜りますことに、深く感謝申し上げます。

本日は、日税政の現在の諸課題について、概要

をご報告申し上げます。

まず、税制改正への対応です。これは日税政

にとって最重要課題です。

令和８年度税制改正では、基礎控除等の引上

げ、インボイス制度特例措置の延長、少額減価

償却資産等の取得価額基準の引上げなど、多く

の要望が実現に至りました。これらの成果を得

ることができたのは、単位税理士政治連盟の皆

様、及び税理士による国会議員等後援会のご尽

力によるものであり、改めて感謝申し上げます。

そして、令和９年度税制改正への対応を進め

る必要があります。６月25日の日本税理士会連

合会理事会で「令和９年度 税制改正に関する

建議書」が機関決定され、翌26日に日税政幹事

会で「令和９年度税制改正に関する要望書」を

決定しました。税制建議は税理士政治連盟の行

動を通じて実現されてこそ、真に意味を持つも

のです。日税政は、今後もより一層迅速な対応

を心がけ、実現に向けた働きかけを積極的に

行ってまいります。

また、国政選挙への対応も極めて重要な課題

です。

本年２月８日に投開票された衆議院議員選挙

は、ご承知のとおり自民党大勝という結果にな

りました。ところが税政連は税理士制度に理解

ある議員を推薦しており、この推薦議員は与野

党を問いません。今回の衆院選では、単位税政

連の推薦のもと全国で295名の推薦候補としま

したが、当選者は全体の８割強の247名にとど

まりました。

今後の国政選挙への対応は、時代の変化を注

視し的確に行動していく必要があると認識して

おります。全国の皆様のお力を結集し、推薦議

員の一人でも多くを国政に送り出すべく、全力

で取り組んでまいりたいと存じます。引き続き、

皆様のより一層のご理解とご協力をお願い申し

上げます。

結びに、本日ご参会の皆様のご健勝と、関東

信越税理士政治連盟の益々のご発展を心から祈

念申し上げ、祝辞といたします。
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　＜衆議院＞

田所　嘉德	 茨城１区	 自由民主党

梶山　弘志	 茨城４区	 自由民主党

渡辺真太朗○	 栃木３区	 無 所 属

茂木　敏充	 栃木５区	 自由民主党

笹川　博義	 群馬３区	 自由民主党

尾身　朝子○	 比例北関東	 自由民主党

村井　英樹	 埼玉１区	 自由民主党

新藤　義孝	 埼玉２区	 自由民主党

黄川田仁志	 埼玉３区	 自由民主党

穂坂　　泰	 埼玉４区	 自由民主党

井原　　隆○	 埼玉５区	 自由民主党

中野　英幸○	 埼玉７区	 自由民主党

柴山　昌彦○	 埼玉８区	 自由民主党

大塚　　拓	 埼玉９区	 自由民主党

山口　　晋○	 埼玉10区	 自由民主党

三ッ林裕巳	 埼玉13区	 自由民主党

田中　良生	 埼玉15区	 自由民主党

土屋　品子	 埼玉16区	 自由民主党

大島　　敦○	 比例北関東	 中道改革連合

橋本　幹彦○	 比例北関東	 国民民主党

中根　一幸	 比例北関東	 自由民主党

石井　啓一	 比例北関東	 中道改革連合

輿水　惠一	 比例北関東	 中道改革連合

鷲尾英一郎○	 新潟４区	 自由民主党

髙鳥　修一○	 新潟５区	 自由民主党

若林　健太	 長野１区	 自由民主党

宮下　一郎○	 長野５区	 自由民主党

若狹　清史○	 比例北陸信越	 日本維新の会

　＜参議院＞

堂込麻紀子○	 茨城選挙区	 無 所 属

関口　昌一	 埼玉選挙区	 自由民主党

古川　俊治○	 埼玉選挙区	 自由民主党

西田　実仁○	 埼玉選挙区	 公 明 党

上田　清司	 埼玉選挙区	 国民民主党

熊谷　裕人○	 埼玉選挙区	 立憲民主党

高木　真理○	 埼玉選挙区	 立憲民主党

○印は本人出席

＜関連団体・組織＞

日本税理士政治連盟	 会　長	 足達　信一

東京税理士政治連盟	 会　長	 平井　貴昭

東京地方税理士政治連盟	 会　長	 鈴木　崇晴

千葉県税理士政治連盟	 会　長	 美保　哲夫

北海道税理士政治連盟	 会　長	 名越　隆雄

関東信越税理士会	 会　長	 大山　博之

関東信越税理士協同組合連合会	

	 理事長	 大手　昭髙

関東信越税理士国民健康保険組合

	 理事長	 今井　亨次

 ご 来 賓 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・順不同）
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柴山昌彦衆議院議員 渡辺真太朗衆議院議員 尾身朝子衆議院議員 井原隆衆議院議員

中野英幸衆議院議員 山口晋衆議院議員 大島敦衆議院議員 橋本幹彦衆議院議員

鷲尾英一郎衆議院議員 髙鳥修一衆議院議員 宮下一郎衆議院議員 若狹清史衆議院議員

堂込麻紀子参議院議員 古川俊治参議院議員 西田実仁参議院議員 熊谷裕人参議院議員

高木真理参議院議員

 出席国会議員�
（敬称略・順不同）
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　懇 親 会 ス ナ ッ プ

柴山昌彦衆議院議員（左から２人目）

高木真理参議院議員（左）

堂込麻紀子参議院議員（左から２人目）

熊谷裕人参議院議員（右から２人目）
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⑶
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得
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⑴
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⑵
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書
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限
に
つ
い
て
延
長
す
る
こ
と
　（
建
議
書
５
頁
）

災
害
対
応
税
制

雑
損
控
除
の
適
用
に
つ
き「
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
生
じ
た
損
失
」に
つ
い
て
は
、控
除
の
順
番
を
見
直
す
と
と
も
に
、繰
戻
還
付

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
　（
建
議
書
５
頁
）

重
要
建
議
・
要
望
項
目

　
税
理
士
は
、税
務
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て
、独
立
し
た
公
正
な
立
場
に
お
い
て
、

申
告
納
税
制
度
の
理
念
に
そ
つ
て
、納
税
義
務
者
の
信
頼
に
こ
た
え
、租
税
に
関
す

る
法
令
に
規
定
さ
れ
た
納
税
義
務
の
適
正
な
実
現
を
図
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
。

　
税
理
士
会
は
、税
務
行
政
そ
の
他
租
税
又
は
税
理
士
に
関
す
る
制
度

に
つ
い
て
、権
限
の
あ
る
官
公
署
に
建
議
し
、又
は
そ
の
諮
問
に
答
申

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

税
理
士
法
第
１
条

（
税
理
士
の
使
命
）

税
理
士
法
第
49
条
の
１１

（
建
議
等
）

❶
 担
税
力
に
即
し
た
公
平
な
税
負
担

❷
 中
立
的
で
簡
素
な
税
制

❸
 合
理
的
な
事
務
負
担

❹
 時
代
の
変
化
に
適
合
す
る
税
制

❺
 税
務
行
政
の
透
明
性
と
適
正
な
手
続

◉
特
に
強
く
主
張
し
た
い
9項
目
の「
重
要
建
議
・
要
望
項
目
」

◉
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
検
討
し
た
税
目
ご
と
の「
今
後
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
」

◉
 全
国
15
税
理
士
会
及
び
日
税
連
の
68
4項
目
の
税
制
改
正
意
見
か
ら
42
項
目
に
集
約
し
た

「
建
議
・
要
望
項
目
」

税
制
に
対
す
る

基
本
的
な
視
点

建
議・
要
望
の
構
成
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日
本
税
理
士
会
連
合
会
の
概
要

　
日
本
税
理
士
会
連
合
会
は
、税
理
士
の
使
命
及
び
職
責
に
か
ん
が
み
、税
理
士
の
義
務
の

遵
守
及
び
税
理
士
業
務
の
改
善
進
歩
に
資
す
る
た
め
、税
理
士
会
及
び
そ
の
会
員
に
対
す

る
指
導
、連
絡
及
び
監
督
に
関
す
る
事
務
を
行
い
、並
び
に
税
理
士
の
登
録
に
関
す
る
事
務

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、税
理
士
法
で
設
立
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。日

本
税
理
士
会
連
合
会
は
、全
国
15
の
税
理
士
会
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。税
理
士
は
税
理
士

会
に
所
属
す
る
こ
と
が
法
定
さ
れ
て
お
り
、会
員
数
は
、約
80
,0
00
人
で
あ
る
。

九
州
北
部
税
理
士
会

東
海
税
理
士
会

名
古
屋
税
理
士
会

近
畿
税
理
士
会

北
陸
税
理
士
会

中
国
税
理
士
会

南
九
州
税
理
士
会

四
国
税
理
士
会

北
海
道
税
理
士
会

東
北
税
理
士
会

関
東
信
越
税
理
士
会

東
京
税
理
士
会

千
葉
県
税
理
士
会

東
京
地
方
税
理
士
会

沖
縄
税
理
士
会

所
得
税
・
法
人
税

等
共
通
項
目

1
資
本
的
支
出
に
係
る
耐
用
年
数
の
取
り
扱
い
を
見
直
す

こ
と
。 （
建
議・
要
望
項
目
２
）

所
得
税

2
源
泉
所
得
税
制
度
を
見
直
す
こ
と
。 （
建
議・
要
望
項
目
７
）

3
所
得
税
の
確
定
申
告
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
。

（
建
議・
要
望
項
目
11
）

4
死
亡
の
場
合
の
準
確
定
申
告
書
の
提
出
期
限
を
、相
続

税
の
申
告
期
限
と
同
様
と
す
る
こ
と
。 

（
建
議・
要
望
項
目
12
）

法
人
税

5
役
員
給
与
税
制
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

（
建
議・
要
望
項
目
14
）

6
少
額
の
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
基
準
を
引
き
上

げ
る
こ
と
。 （
建
議・
要
望
項
目
17
）

消
費
税

7
納
税
義
務
免
除
制
度
及
び
簡
易
課
税
制
度
に
つ
い
て
、

基
準
期
間
制
度
を
廃
止
し
、当
該
課
税
期
間
に
よ
る
判
定

と
す
る
こ
と
。 （
建
議・
要
望
項
目
23
）

8
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
伴
う
各
種
特
例
措
置
の
延
長

等
と
い
っ
た
中
小・
小
規
模
事
業
者
へ
の
必
要
な
支
援
を

継
続
す
る
こ
と
。 （
建
議・
要
望
項
目
26
）

相
続
税
・
贈
与
税

9
相
続
税・
贈
与
税
の
連
帯
納
付
義
務
を
廃
止
す
る
こ
と
。

（
建
議・
要
望
項
目
32
）

地
方
税

10
償
却
資
産
課
税
制
度
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ

と
。 （
建
議・
要
望
項
目
36
）

主
な
建
議
・
要
望
項
目

©
税
理
士
会
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
ち
ぜ
い
く
ん
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茨城県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
出　澤　琢　磨

１．第51回定期大会
７月15日、水戸プラザホテル（水戸市）にお

いて茨城県税理士政治連盟第51回定期大会が開
催された。村田一晃副幹事長の司会ではじまり、
開会のことば、来賓紹介に続き小泉達哉会長か
らあいさつがあった。

議事は井上雅裕会員が議長となり、出澤琢磨
幹事長と飛田喜久会計幹事が議案説明をし、第
１号議案令和７年度運動経過報告の承認を求め
る件、第２号議案令和７年度収支決算書の承認
を求める件、第３号議案茨城県税理士政治連盟
規約変更の議決を求める件、第４号議案令和８
年度運動方針の議決を求める件、第５号議案令
和８年度収支予算の議決を求める件のすべての
議案が慎重審議の結果、承認可決された。

今回の第３号議案である規約変更については、
会費負担を一事業年度10,000円から16,000円に増
額変更することを内容とするものであった。

議事終了後、小林俊一関税政会長、長沼早苗
茨城県連会長から祝辞をいただいた。祝電披露
の後、閉会のことばをもって定期大会を終了した。

定期大会終了後の茨城県連・茨税協・茨税政
の三会共催の懇親会は、定期大会にご出席いた
だいた来賓の方々に加え、国会議員及び議員秘
書の方々を始め多数のご出席をいただき、盛大
に開催された。後援会を組織している国会議員
を含めて衆議院議員11人、参議院議員４人、前
衆議院議員２人、前参議院議員１人を招待し、
出席者は前国会議員３人、秘書による代理が12
人の総数15人となった。また、小林俊一関税政
会長が来賓として出席された。祝辞は、福島伸
享前衆議院議員、小沼巧前参議院議員の２人か
らいただいた。代理出席の秘書には壇上で簡単

な自己紹介をしていただいた。来賓の方々と茨
税政代議員との間で積極的な意見交換が行わ
れ、親睦を深めることができた。

２．後援会活動
（1）税理士による福島伸享後援会

７月17日、高橋法明後援会長以下17人でホテ
ル・ザ・ウエストヒルズ・水戸（水戸市）で総
会を行い、前議員の国政に関する講演をいただ
いた。その後の懇親会は、非常に和やかな雰囲
気の中、福島伸享前衆議院議員と盛んな意見交
換を行い有意義な時間となった。

（2）税理士による浅野哲後援会
８月７日、藤咲良一後援会会長以下９人でホ

テルテラスザスクエア日立（日立市）で総会を
行い、議員の国政報告をいただいた。その後の
懇親会では、非常に和やかな雰囲気の中、浅野
哲衆議院議員と税制の話題も含めて盛んな意見
交換を行い有意義な時間となった。

栃木県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
　小　暮　好　市

１．第55回定期大会
７月17日、宇都宮東武ホテルグランデ（宇都

宮市）において、栃木県税理士政治連盟第55回
定期大会が行われた。栃木県内の50人（うち４
人が委任状出席）の代議員の他、岸生子関東信
越税理士政治連盟幹事長をはじめ、多数の来賓
をお迎えし盛大に執り行われた。

岡本篤典会長のあいさつの後議事に入り、上
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程された６つの議案が全て可決された。特に３、
４、５号議案において、税制を巡る現状や今後
の課題について認識を共有するとともに、納税
者から寄せられるさまざまな声を踏まえた今後
の活動について確認した。

最後に、声高らかに決議文の朗読が行われ、
岸関税政幹事長から祝辞をいただき、その後祝
電が披露され、閉会のことばをもって大会は終
了した。

岡本会長あいさつ

顧問・相談役の皆様

岸関税政幹事長祝辞

定期大会会場の様子

２．令和９年度税制改正に関する要望の陳情活動
６月、日本税理士会連合会と日本税理士政治

連盟において、令和９年度税制改正に関する要
望が機関決定された。

栃木県税理士政治連盟は、７月31日に簗和生
衆議院議員（自民党・比例北関東）、渡辺真太
朗衆議院議員（無所属・栃木３区）を皮切りに、
８月21日に茂木敏充衆議院議員（自民党・栃木
５区）秘書、８月22日に高橋克法参議院議員（自
民党・栃木県）、８月24日に五十嵐清衆議院議
員（自民党・栃木２区）、８月26日に石坂太衆
議院議員（自民党・栃木４区）、８月27日に上
野通子参議院議員（自民党・栃木県）秘書、８
月31日に船田元衆議院議員（自民党・栃木１区）
へ陳情活動を行った。

各議員と、税制を取り巻く環境についてさま
ざまな意見交換をすることができ、とても有意
義な訪問となった。今後も、税理士として日々
の業務で得た経験や納税者の声を積極的に発信
し、より良い税制の実現に向けて活動したい。

簗和生衆議院議員（中央）
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渡辺真太朗衆議院議員（中央）

 

高橋克法参議院議員（中央）

五十嵐清衆議院議員（中央）

石坂太衆議院議員（左）

船田元衆議院議員（左から２人目）

群馬県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
角　田　　　修

１．定期大会について
群馬県税理士政治連盟は、７月17日にホテル

メトロポリタン高崎（高崎市）において、代議
員96人（うち委任状出席39人）の出席を得て、
第55回定期大会を開催した。

来賓は、富岡賢治高崎市長、小林俊一関東信
越税理士政治連盟会長、鴻田敦関東信越税理士
会群馬県支部連合会会長、原澤秀樹群馬県税理
士協同組合副理事長及び折田慶太関東信越税理
士国民健康保険組合群馬県連理事長である。

石原照久副会長が開会の辞を述べ、石原仁会
長があいさつをし、田村盛好代議員及び岩澤安
国代議員が議長に選任された。議事は粛々と進
行し、上程された第１号議案から第６号議案ま
での全てが可決された。その後、６人の支局長
により大会決議が読み上げられた。

来賓の方々から祝辞をいただき、五十嵐知行
副会長が閉会の辞を行い、定期大会を終えた。
その後の懇親会も盛会のうちに終了した。
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石原仁会長あいさつ

採決の様子

２．陳情活動について
以下のとおり、陳情活動を行った。５件のう

ち４件で議員本人と面会し、９つの重要建議・
要望項目を直接伝えることができた。その中で
は、消費税に関して興味を示す議員が多かった。

（1）７月29日　小渕優子衆議院議員
　　於：税理士会群馬県連事務局（前橋市）

（2）８月３日　中曽根康隆衆議院議員
　　於：中曽根やすたか後援会事務所（前橋市）

（3）８月27日　清水真人参議院議員
　　於：清水まさと事務所（前橋市）

（4）８月27日　福田達夫衆議院議員
　　於：福田達夫事務所（高崎市）　

（5）８月28日　井野俊郎衆議院議員
　　於：プラスアンカー（桐生市）

小渕優子衆議院議員（右）

中曽根康隆衆議院議員（中央）

清水真人参議院議員（左から3人目）

福田達夫議員秘書（右）
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司会の中村副幹事長

新井副会長あいさつ

岸会長あいさつ

本橋寿子議長（左）藤野佳子副議長（右）

井野俊郎衆議院議員（中央）

埼玉県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
横　田　尚　久

１．第65回定期大会
７月７日、パレスホテル大宮（さいたま市）

において定期大会を開催した。
中村岳副幹事長が司会となり開会を宣言し、

定足数について、出席者50人、委任状による出
席者214人、合計264人であり、本定期大会が有
効に成立する旨の報告があった。

その後、新井正副会長の開会のあいさつ、司
会者から小林俊一関税政会長をはじめとした来
賓紹介が行われた後、岸生子会長のあいさつが
あった。

議長に大宮支局の本橋寿子代議員を副議長に
熊谷支局の藤野佳子代議員を選任した。

第１号議案から第６号議案が上程され、議案
の説明を細沼幸央副幹事長、高田明子副幹事長、
萩原武馬副幹事長、中村文男副幹事長、杉野幸
恵副幹事長が行い、慎重審議の末、全ての議案
が可決承認された。

議長、副議長の降壇後、小野恭利埼玉県連会
長、西村孝埼税協理事長、磯利昭国保組合埼玉
県連理事長からあいさつをいただいた。

最後に横田尚久幹事長の閉会のあいさつがあ
り、定期大会を終了した。
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２．後援会活動
各後援会において、定期総会及び国政報告会

等を開催した。

（1）税理士による新藤義孝後援会

新藤義孝衆議院議員（前列中央）

（2）税理士による小宮山泰子後援会

小宮山泰子前衆議院議員（前列中央）

（3）税理士による上田清司後援会

上田清司参議院議員（前列中央）

３．後援会による地元陳情
各後援会は、７月から８月にかけ「令和９年

度税制改正に関する要望」について地元陳情を
行った。

小野埼玉県連会長あいさつ

西村埼税協理事長あいさつ

磯国保組合埼玉県連理事長あいさつ

定期大会の様子
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（5）税理士による山口晋後援会

山口晋衆議院議員（左から2人目）

（6）税理士による新藤義孝後援会

新藤義孝衆議院議員（左）

（7）税理士による上田清司後援会

上田清司参議院議員（左）

（8）税理士による田中良生後援会

田中良生衆議院議員（右）

（1）税理士による黄川田仁志後援会

黄川田仁志衆議院議員（左から4人目）

（2）税理士による穂坂泰後援会

穂坂泰衆議院議員（右から３人目）

（3）税理士による小泉龍司後援会

小泉龍司衆議院議員（右から2人目）

（4）税理士による関口昌一後援会

関口昌一参議院議員（左から２人目）
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にて可決承認された大会決議文を捧みちる広報
委員長と定期大会出席者全員にて唱和し、大会
決議の再確認を行った。

定期大会終了後、新潟県連との共催により懇
親会を開催した。定期大会当日は国会開催期間
中であったが、小林一大参議院議員（自民党・
新潟県）と西村智奈美衆議院議員（中道・比例
北陸信越）に来場していただいた。西村智奈美
衆議院議員は、急な所用のため懇親会には出席
せず、短い時間ではあるが会場にいた会員と歓
談したのち、帰られた。なお、小林一大参議院
議員は懇親会に出席され、各支局の会員と懇談
し親交を深めていた。

定期大会の様子

西村智奈美衆議院議員（にちぜいくんの左）

小林一大参議院議員（左から2人目）

（9）税理士による村井英樹後援会

村井英樹衆議院議員（右から2人目）

（10）税理士による大島敦後援会

大島敦衆議院議員（中央）

新潟県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
齋　藤　嘉　一

１．第59回定期大会
７月13日、ホテルニューオータニ長岡（長岡

市）において、新潟県税理士政治連盟第59回定
期大会が開催された。来賓には大石敬関税政副
会長、青木美智夫新潟県連会長、罇敏郎新潟県
税協副理事長、上田滋之国保組合新潟県連理事
長をお迎えした。村椿正子副幹事長の司会のも
と、藤巻義弘副会長が開会あいさつを行った。
議長には高橋潔顧問が選出され、大会議事の審
議に入った。第１号議案から第６号議案までい
ずれも賛成多数で可決承認された。第６号議案
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斎藤洋明衆議院議員（右）

国定勇人衆議院議員（右から2人目）

鷲尾英一郎衆議院議員（左から2人目）

 内山こう衆議院議員（左から2人目）

２．地元陳情活動について
「令和９年度税制改正に関する建議・要望」

の陳情を、県内の国会議員を対象として行った。
活動内容は以下のとおりである。

（1）令和８年８月７日
斎藤洋明衆議院議員（自民党・新潟３区）
税政連会員３人出席

（2）令和８年８月８日
国定勇人衆議院議員（自民党・新潟２区）
税政連会員３人出席

（3）令和８年８月10日
鷲尾英一郎衆議院議員（自民党・新潟４区）
税政連会員３人出席

（4）令和８年８月18日
内山こう衆議院議員（自民党・新潟１区）
税政連会員３人出席

（5）令和８年８月18日
髙鳥修一衆議院議員（自民党・新潟５区）
税政連会員３人出席

（6）令和８年８月18日
小林一大参議院議員（自民党・新潟県）
税政連会員３人出席

（7）令和８年８月19日
打越さく良参議院議員（立憲民主党・新潟県）
税政連会員３人出席

（8）令和８年８月24日
西村智奈美衆議院議員（中道・比例北陸信越）
税政連会員３人出席

（9）令和８年８月26日
菊田真紀子衆議院議員（中道・比例北陸信越）
税政連会員２人出席
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菊田真紀子衆議院議員（中央）

長野県税理士政治連盟

　　　　　　　　　　幹事長
堀　内　義　広

１．関東信越税理士政治連盟第60回定期大会懇親会
７月７日、パレスホテル大宮（さいたま市）

において関東信越税理士政治連盟第60回定期大
会が開催された。懇親会においては、県選出の
宮下一郎衆議院議員（自民党・長野５区）・若
狭清史衆議院議員（維新・比例北陸信越）にご
出席いただき、懇親を深めた。

宮下一郎衆議院議員あいさつ

若狹清史衆議院議員あいさつ

髙鳥修一衆議院議員（左から2人目）

小林一大参議院議員（左から2人目）

打越さく良参議院議員（右から２人目）

西村智奈美衆議院議員（左から2人目）
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衆議院議員にもあいさつをいただいた。祝電披
露では、当連盟が財務大臣・金融担当大臣の片
山さつき参議院議員（自民党・比例）からいた
だいた「お祝いの言葉」を披露した。

出席した各会員は活発な意見交換を行った。

成澤長税政会長あいさつ

若林健太衆議院議員

３．後援会活動及び地元陳情について
「令和９年度税制改正に関する建議・要望（以

下「建議・要望」という）」に係る早期地元陳
情が各後援会によりそれぞれに行われた。

宮下一郎後援会の地元陳情が伊那市内で行わ
れ、大澤後援会会長が建議・要望を説明し、要
望として消費税減税に関する農業関係の対応に
つき陳情を行った。

後藤茂之後援会は都合がつかず、五味後援会
会長が建議・要望のリーフレット等を議員事務
所に持参した。

若林健太後援会は長野市の議員事務所におい
て行い、建議・要望の説明と活発な意見交換が
行われ充実した陳情活動となった。

長野県税政連では、藤田ひかる衆議院議員（自
民党・長野２区）の税理士による後援会設立を

宮下一郎衆議院議員（右から２人目）

若狹議員（前列左から３人目）宮下議員（前列中央）

２．長野県税理士政治連盟第51回定期大会を開催
７月21日、長野県税理士政治連盟の第51回定

期大会をホテルメトロポリタン長野（長野市）
において開催した。

当日は物故会員への黙祷に始まり、当連盟の
成澤優一朗会長のあいさつ、来賓としてお迎え
した小林俊一関東信越税理士政治連盟会長から
政治連盟の組織率強化について関税政の取り組
みなどをお話しいただいた。続いて竹内健康県
連会長にあいさつをいただき、議案審議へと進
んだ。限られた時間の中で、星野直信議長の采
配により全議案が予定時間内で可決承認された。

若林健太衆議院議員（自民党・長野１区）に
は国政報告をお願いし、自民党内の現状や消費
税減税、ご自身の財務金融委員会理事としての
活動や高市政権が推し進める積極財政を支援し
て、日本経済を再び成長基調に乗せることを目
指していくとお話しいただいた。

懇親会は関東信越税理士会長野県支部連合会
との合同開催となり、福田栄作長野税務署長に
乾杯のご発声をお願いし祝宴が始まった。また、
お忙しいところ駆けつけていただいた若狭清史
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布山秘書への陳情の様子

４．長野県税政連の活動【８月21日現在】
・４月20日　関税政正副会長・幹事長会議に出席
・４月23日　長税政正副会長・幹事長会議を開催
・４月24日　日税政組織委員会会議に出席
・５月26日　長税政監査会
・６月２日　長税政正副会長・幹事長会議を開催
・６月８日　関税政正副会長・幹事長ウェブ会

議に出席
・６月11日　上田支部・佐久支部定期総会に来

賓出席
・６月12日　長野支部・松本支部定期総会に来

賓出席
・６月16日　長税政幹事会を開催
・６月16日　長野県連常務理事会に出席
・７月７日　関東信越税理士政治連盟第60回定

期大会に出席
・７月21日　長野県税理士政治連盟第51回定期

大会を開催
・８月４日　関税政後援会会長連絡会議に出席
・８月８日　宮下一郎後援会地元陳情に出席
・８月20日　若林健太後援会地元陳情に出席
・８月21日　藤田ひかる議員事務所地元陳情に

同席
・８月21日　第１回「財務省との意見交換会」

会議を開催

目指しているが、その藤田議員の事務所にも建
議・要望の説明を行い、布山秘書から藤田議員
に伝えていただけるように依頼した。

宮下一郎衆議院議員（中央）

若林健太衆議院議員（右から３人目）

若林議員への陳情の様子

藤田ひかる議員事務所
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〒330-0842　さいたま市大宮区浅間町 2 丁目 7 番地 
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